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令
和
４
年
度
増
毛
町
定
期
監
査
結

果
に
つ
い
て
、
代
表
監
査
委
員
よ
り

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
９
月
末
現
在
の
事
務
処

理
、
管
理
執
行
等
に
つ
い
て
、
現
地

調
査
も
含
め
て
、
10
月
５
日
か
ら
11

月
１
日
に
実
施
し
、
事
務
処
理
、
施

設
の
管
理
、
事
業
の
執
行
等
に
つ
い

て
概
ね
良
好
で
あ
り
、
軽
微
な
事
項

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
を
通
じ
指
示

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
人

事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
議
会
の
議
員

及
び
特
別
職
の
期
末
手
当
の
額
、
増

毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

定
年
延
長
制
度
が
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
料
表
を
改
正
す
る

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

◆
増
毛
町
墓
地
設
置
及
び
管
理
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
合
同
墓
の
建
設
に
伴
い
、
使
用
要

件
や
使
用
料
等
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
本
条
例
の
全
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◆
増
毛
町
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◆
増
毛
町
公
共
下
水
道
事
業
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◆
増
毛
町
砕
石
事
業
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◆
増
毛
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
５
年
４
月
１
以
後
の
選
挙
よ

り
、
議
員
定
数
を
11
人
か
ら
10
人
に

改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
３
月
31
日
に
任
期
満
了 2
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条
例
の
改
正

一般会計ほか１１会計の補正予算を可決
人権擁護委員の推薦、渋谷正之氏を適任とする 令和４年

第４回定例会
１２月１５日開催

　増毛町議会は第４回定例会を１２月１５日から１６日までの２日間の会

期としたが、１５日に一般質問を行い６名が質問席に立ち、９問の質問を

行ったほか、増毛町墓地設置及び管理条例の全部を改正する条例、一般会

計ほか１１会計の補正予算、人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

などの案件について審議し、会期を１日残し閉会しました。

　審議された案件、補正予算の内容についてお知らせします。



と
な
る
豊
田
順
子
氏
の
後
任
と
し
て
、

渋
谷
正
之
氏
の
推
薦
に
議
会
の
意
見

を
求
め
ら
れ
、
適
任
と
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
５
８
９
５
万

１
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
及
び
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
基
金
財
源
交
付
金
返
還

金
の
増
額
と
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
地
域
福
祉
基
金
積
立
金
、

福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
事
業
費
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
及
び
人
事
院

勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
と
福
祉

施
設
整
備
特
別
会
計
繰
出
金
の
減
額

が
主
な
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
２
７
８
３
万

１
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
道
支
出
金
及
び
繰
入
金

が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人

件
費
及
び
保
険
給
付
費
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

◆
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
６
７
６
万
６

千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
が
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
工
事
請
負
費
及
び
報
酬

の
増
額
と
公
課
費
の
減
額
が
主
な
も

の
で
す
。

◆
診
療
所
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
８
５
４
万
７

千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
認
証

シ
ス
テ
ム
購
入
費
等
交
付
金
及
び
一

般
会
計
繰
入
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

　
歳
出
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人

件
費
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
認
証
シ

ス
テ
ム
購
入
費
の
増
額
が
主
な
も
の

で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
１
８
５
万
６

千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
増

額
が
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
燃
料
費
及
び
光
熱
水
費
、

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
向

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
費
用
の
増
額

が
主
な
も
の
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
８
万
７
千
円

が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
が
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人

件
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

◆
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
10
万
１
千
円

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人

件
費
及
び
光
熱
水
費
の
増
額
と
備
品

購
入
費
及
び
公
課
費
が
減
額
さ
れ
ま

し
た
。

◆
福
祉
施
設
整
備
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
１
億
２
２
３

６
万
４
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
道
補
助
金
及
び
一
般
会

計
繰
入
金
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
明
和
園
旧
施
設
解
体
工

事
費
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
の
支
出
は
、
人
事
院

勧
告
に
伴
う
人
件
費
及
び
総
係
費
委

託
料
の
増
額
と
消
費
税
及
び
予
備
費

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
の
支
出
は
、
総
係
費

委
託
料
の
増
額
と
予
備
費
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
の
収
入
は
、
他
会
計

補
助
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
支
出
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人

件
費
及
び
施
設
管
理
費
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

◆
砕
石
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
の
支
出
は
、
燃
料
費

及
び
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の

増
額
と
消
費
税
及
び
予
備
費
が
減
額

さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、

町
長
か
ら
３
点
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
約
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

つ
い
て

　
11
月
に
私
自
身
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
に
心
配
を
お
掛
け
し
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
幸
い
、

後
遺
症
な
ど
も
な
く
軽
症
で
済
み
、

そ
の
後
の
公
務
へ
の
影
響
も
な
い
こ

と
を
報
告
し
ま
す
。

　
町
内
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
に

つ
い
て
は
、
11
月
か
ら
12
月
９
日
ま

で
実
施
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

12
歳
以
上
で
は
２
１
５
２
人
が
接
種

し
、
接
種
率
は
57
・
８
％
、
５
歳
か

ら
11
歳
ま
で
の
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
は

63
人
が
接
種
を
終
え
、
接
種
率
は

38
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
ま
で

の
乳
幼
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
留

萌
市
立
病
院
に
４
人
の
接
種
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
集
団
接
種

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
調
不
良
な
ど

で
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
も
い
る
た

め
、
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
、
関
係

部
署
と
協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
感
染
、
ま
た
は

濃
厚
接
触
と
な
り
ま
し
た
方
の
療
養
、

待
機
期
間
に
つ
い
て
も
、
症
状
の
有

無
な
ど
も
考
慮
さ
れ
、
期
間
短
縮
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
ク

の
着
用
に
つ
い
て
は
、
他
の
人
と
の

距
離
が
確
保
で
き
る
場
合
や
、
会
話

を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
を
一
律
に
は
求
め
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
で
も

国
や
道
の
方
針
に
基
づ
き
、
基
本
的

な
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
行
動
を

徹
底
し
つ
つ
、
経
済
活
動
と
の
調
和

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　②
農
業
・
漁
業
の
状
況
に
つ
い
て

　
果
樹
に
つ
い
て
は
、
基
幹
品
目
の

さ
く
ら
ん
ぼ
は
６
月
の
低
温
に
よ
り

堀 町 長

行
　
政
　
報
　
告
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玉
伸
び
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
７

月
以
降
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
豊
作

と
な
り
、
８
月
上
旬
ま
で
収
穫
が
続

き
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の
果
物
の
リ

ン
ゴ
、
ナ
シ
は
９
月
上
旬
の
台
風
に

よ
り
、
一
部
落
下
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
収
量
は
平
年
並
み
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
「
フ
ル
ー
ツ
の
里

ま
し
け
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
２
年
間
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
行
動
制
限
も
解
除
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
３
年
振
り
に
道
内
外
で
夏
の

さ
く
ら
ん
ぼ
、
秋
の
果
物
の
販
売
Ｐ

Ｒ
事
業
を
実
施
し
、
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。
水
稲
つ
い
て
は
、

６
月
の
低
温
に
よ
り
一
部
で
初
期
生

育
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
７

月
以
降
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
留
萌
管

内
の
作
況
指
数
は
「
１
０
８
」
と
４

年
連
続
の
豊
作
に
な
り
、
る
も
い
農

協
増
毛
支
所
の
取
扱
い
総
集
荷
量
も

約
１
万
９
千
俵
で
、
豊
穣
の
秋
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
酒
蔵
へ
出
荷
し
て
い
る
酒
造
好

適
米
は
、
作
付
面
積
の
増
加
も
あ
っ

て
約
１
千
９
百
俵
と
な
り
、
昨
年
を

上
回
る
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

農
業
基
盤
整
備
事
業
の
進
し
ん
ち
ょ
く
捗
率
は
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
今
年
度
末
に
83
％

と
な
り
、
来
年
度
末
に
は
96
％
に
達

す
る
見
込
み
で
、
信
砂
地
区
が
工
事

終
了
の
予
定
で
す
。
町
内
の
農
村
地

区
の
風
景
は
、
こ
こ
数
年
で
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
、
そ
れ
に
伴
い
農
作
業

効
率
も
大
幅
に
向
上
し
、
収
量
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
来

年
も
天
候
に
恵
ま
れ
自
然
災
害
も
な

く
、
豊
穣
豊
作
の
年
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
11
月

末
ま
で
の
水
揚
げ
の
状
況
は
昨
年
同

期
と
比
べ
、
ホ
タ
テ
漁
や
秋
鮭
漁
の

増
加
と
市
場
の
浜
値
が
高
く
推
移
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
漁
獲
量
で
４

１
７
ト
ン
、
金
額
で
は
５
億
６
６
１

３
万
円
の
増
加
と
な
り
、
こ
こ
数
年

の
水
揚
げ
量
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
年
も
多
く
の
魚

種
に
お
い
て
、
漁
獲
量
が
前
年
に
比

べ
て
減
少
し
て
い
る
状
況
な
た
め
、

慎
重
に
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
主
要
魚
種
で
は
、
近
年
不
漁

が
続
い
て
い
ま
し
た
秋
鮭
漁
が
、
数

年
ぶ
り
に
豊
漁
と
な
り
、
漁
獲
量
で

３
５
９
ト
ン
、
金
額
で
２
億
６
０
３

１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
操
業
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
冬

場
で
時し

け化
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

安
全
操
業
と
明
年
が
豊
漁
で
、
浜
が

活
気
に
溢
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
い

ま
す
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状

況
と
利
活
用
の
促
進
に
つ
い
て

　
町
内
の
普
及
状
況
に
つ
い
て
は
、

国
が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
の
送
付
等

を
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
４

年
11
月
30
日
現
在
の
申
請
件
数
は
２

３
５
９
件
で
59
・
５
％
、
交
付
件
数

は
２
２
０
６
件
で
、55
・
７
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
取
組
と
し
て
は
本
年
７

月
か
ら
毎
月
２
回
、
平
日
の
日
中
、

窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
が
申
請
し
や

す
い
よ
う
、
夜
間
窓
口
の
開
設
や
出

張
申
請
を
実
施
し
て
お
り
、
戸
別
訪

問
や
事
業
所
へ
の
訪
問
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
申
請
支
援
も
随
時
、

受
付
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
す
る
と
、
国
に
よ
る

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
申
込
む
こ

と
で
、
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
受
け
取
れ
る
ほ
か
、
本
人
確
認
の

た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
が

で
き
、
確
定
申
告
を
は
じ
め
、
行
政

手
続
き
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
登
録
す
る
こ
と
で
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
て
診
療
・
薬

剤
・
医
療
費
・
特
定
健
診
情
報
の
閲

覧
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
今
後
も
利

便
性
が
向
上
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
今
後
の
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
見
据
え
、

カ
ー
ド
の
利
点
と
と
も
に
税
や
年
金

な
ど
の
個
人
情
報
は
カ
ー
ド
に
は
記

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
安
全

性
に
つ
い
て
も
、
正
確
な
情
報
を
周

知
す
る
こ
と
で
、
普
及
促
進
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

も
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（２）新型コロナ対策について
（３）虐待の防止策について
（４）多様な家族のあり方に配慮
　　した町の施策について

（５）除排雪体制の現状と将来へ
　  の課題について

（６）マイナンバーカードの申請
　　状況について

（７）中学校の部活動について

（８）今後の敬老会等について
（９）将来に向けた労働力の確保
　  等について

合羽井 達 男 議員

小 田　　 緑 議員

　今回の第４回定例会の一般質問は、本会議１日目

の１５日に行われ、６名の議員が９項目について、

質問しました。

　議員からの質問、町側の答弁の内容を要約して、

町民の皆様にお知らせします。

酒 井　倫 明 議員岩 崎　俊 一 議員
（１）ごみの分別種類の軽減に
　 ついて

大 井 紀美惠 議員

上 野　　 剛 議員
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○
岩
崎
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
25
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
た
全

　
　
　
　
　
　
　
　
員
協
議
会
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
、
留
萌
南

　
　
　
　
　
　
　
　
部
衛
生
組
合
職

員
よ
り
「
今
後
の
ご
み
処
理
に
関
す

る
検
討
課
題
」
と
し
て
、
信
砂
地
区

に
あ
る
最
終
処
分
施
設
の
使
用
見
込

み
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
な
ど
の
理

由
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
が

減
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
12
年
度
ま

で
使
用
可
能
と
見
込
ん
で
い
る
よ
う

だ
。
ご
み
処
理
方
法
と
し
て
分
別
種

類
を
減
ら
し
、
埋
め
立
て
す
る
ご
み

の
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
ど
の
課

題
を
解
消
す
る
た
め
可
燃
ご
み
中
間

処
理
施
設
で
あ
る
「
焼
却
施
設
」
の

整
備
を
検
討
し
て
お
り
、
11
年
度
か

ら
の
稼
働
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
先
般
、
整
備
対
象
地
区
で
あ

る
信
砂
地
区
で
の
住
民
説
明
会
も
開

催
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
全
員
協
議
会
の
説
明
で
は
、
現
在

の
23
種
類
よ
り
減
る
と
の
こ
と
で
、

資
源
系
の
ご
み
は
変
わ
ら
な
い
よ
う

だ
が
、
生
ご
み
は
可
燃
系
ご
み
に
、

不
燃
系
ご
み
も
現
在
、
瀬
戸
物
、
金

属
か
ら
衣
服
ま
で
全
て
不
燃
系
ご
み

だ
が
、
整
備
後
は
割
れ
た
ガ
ラ
ス
や

瀬
戸
物
な
ど
で
、
衣
服
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
、
紙
お
む
つ
な
ど
は
可

燃
系
ご
み
に
変
わ
る
と
考
え
て
い
る

よ
う
だ
。
町
民
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
も
、
す
ぐ
に
で
も
、
現
在
の
分

別
種
類
を
見
直
し
、
分
別
す
る
種
類

を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
留

萌
南
部
衛
生
組
合
に
要
望
な
ど
を
行

い
町
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
考
え
は

あ
る
か
。

○
町
長

　
分
別
種
類
見
直
し
の
早
期
実
現
に

つ
い
て
、
当
町
で
は
平
成
25
年
度
よ

り
「
留
萌
南
部
衛
生
組
合
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
区
域
内
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物
の
収
集
及
び
処
理
に
関
し
て
適

正
に
処
理
し
、
生
活
環
境
の
保
全
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
留
萌
市
、
小
平
町
の

１
市
２
町
で
廃
棄
物
処
理
施
設
の
運

用
を
行
っ
て
い
る
。
運
用
当
初
と
比

較
す
る
と
、
人
口
も
こ
こ
数
年
で
大

き
く
減
少
し
、
現
在
の
分
別
の
種
類

は
各
家
庭
で
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
状
況
で
、
特
に
高
齢
者
の
家

庭
に
は
、
よ
り
負
担
感
が
増
大
し
て

い
る
状
況
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
や
今
後
の
施
設
の
在

り
方
も
含
め
、
留
萌
南
部
衛
生
組
合

で
は
、
現
在
、
焼
却
施
設
の
建
設
を

計
画
し
て
お
り
、
候
補
地
の
信
砂
地

区
に
お
い
て
、
焼
却
施
設
建
設
に
向

け
た
調
査
を
行
う
た
め
の
住
民
説
明

会
を
行
っ
た
。
分
別
種
類
の
見
直
し

は
、
当
町
と
し
て
も
切
望
す
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
留
萌
南
部
衛
生
組

合
策
定
の
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
ご
み
の
共
同
処
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
構
成
団
体
の

留
萌
市
、
小
平
町
と
の
協
議
も
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
早
期
実
現
は
難

し
い
が
、
今
後
、
留
萌
南
部
衛
生
組

合
に
対
し
、
分
別
種
類
見
直
し
の
早

期
実
現
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
今

後
と
も
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化

の
た
め
、 

現
在
の
分
別
方
法
に
対
し
、

地
域
住
民
の
理
解
、
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
岩
崎
議
員

　
11
年
度
の
焼
却
施
設
稼
働
前
か
ら
、

不
燃
系
埋
立
ご
み
か
ら
可
燃
系
埋
立

ご
み
へ
変
更
可
能
な
衣
服
・
靴
類
・

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
分
別
を

変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
負

担
軽
減
と
大
幅
な
埋
立
ご
み
の
量
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。

○
町
長

　
焼
却
施
設
供
用
開
始
前
か
ら
不
燃

系
の
衣
服
な
ど
を
分
別
す
る
と
、
埋

立
ご
み
の
減
少
に
繋
が
る
と
は
思
う
。

時
期
と
し
て
は
１
年
前
や
半
年
前
と

い
っ
た
状
況
に
な
る
と
思
う
が
、
こ

の
点
も
要
望
し
た
い
。

ご
み
の
分
別
種
類
の
軽
減

ご
み
の
分
別
種
類
の
軽
減

に
つ
い
て

に
つ
い
て

岩崎議員

QA
焼
却
施
設
供
用
開
始
前
に

分
別
す
る
種
類
を
減
ら
す

こ
と
は
で
き
な
い
か

埋
立
ご
み
の
減
少
に
よ
り

１
年
位
前
に
要
望
し
た
い
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○
小
田
議
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ
ル
ス
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
８
波
が
猛
威
を

　
　
　
　
　
　
　
　
振
い
、
留
萌
管

　
　
　
　
　
　
　
　
内
に
お
い
て
も
、

過
去
最
多
の
感
染
者
数
を
更
新
す
る

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
留
萌
市
立
病

院
で
は
12
月
５
日
か
ら
一
部
外
来
を

受
け
入
れ
て
い
る
が
、
新
規
外
来
受

付
停
止
な
ど
医
療
へ
の
負
担
が
か
な

り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

(1) 

11
月
中
旬
頃
か
ら
の
第
８
波
に
お

け
る
当
町
の
感
染
者
数
・
死
亡
者
数

な
ど
の
概
況
は
。

(2)
診
療
所
に
お
い
て
発
熱
外
来
が
設

置
さ
れ
、
町
内
の
薬
局
で
は
医
療
用

の
抗
体
検
査
キ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
て

お
り
、
発
熱
外
来
の
受
診
状
況
、
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
の
販
売
状
況
な
ど
は
。

(3) 

町
内
の
介
護
施
設
や
学
校
、
こ
ど

も
園
な
ど
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
た

と
聞
い
て
い
る
。
感
染
状
況
や
対
応
、

終
息
に
向
け
た
目
処
は
。

(4)
医
療
崩
壊
、
介
護
崩
壊
を
防
ぐ
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
。
診
療
所
は
現

在
医
師
が
１
名
体
制
で
あ
り
、
明
和

園
は
新
施
設
へ
の
引
っ
越
し
を
控
え

て
い
る
。
部
署
・
部
門
を
超
え
た
危

機
感
の
共
有
と
協
力
体
制
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
民
間
介
護
施
設
支
援
も

含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
対
応
す

る
の
か
。

(5)
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
第
８
波
終
息
に
向
け
、
一
つ

の
カ
ギ
と
な
る
が
進
捗
状
況
は
。

(6)
感
染
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
社
会

活
動
を
制
限
し
な
い
舵
取
り
が
迫
ら

れ
て
お
り
、
町
の
観
光
政
策
も
そ
の

一
つ
だ
と
思
う
。
最
近
の
取
組
と
そ

の
成
果
や
展
望
は
。

○
町
長
　

(1)
感
染
情
報
の
集
約
は
国
や
道
が
行

い
、
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
１
週

間
ご
と
、
３
週
間
分
の
発
生
届
出
対

象
者
数
を
公
表
し
て
い
る
。
公
表
人

数
は
全
数
届
出
の
見
直
し
に
伴
い
、

65
歳
以
上
や
入
院
を
必
要
と
さ
れ
る

方
な
ど
に
限
定
さ
れ
全
数
で
は
な
い

が
、
12
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
患

者
数
は
６
人
、
前
週
は
18
人
、
そ
の

前
週
は
13
人
と
な
っ
て
い
る
。
患
者

数
以
外
の
死
亡
者
数
な
ど
は
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
道
か
ら
も
情
報

が
提
供
さ
れ
な
い
。

(2)
令
和
２
年
12
月
か
ら
開
始
し
、
実

施
検
査
件
数
は
延
べ
２
１
１
件
で
、

今
年
11
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
第
８
波

の
延
べ
実
施
件
数
は
34
件
と
な
っ
て

い
る
。
町
内
薬
局
で
の
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
の
販
売
数
量
は
、
今
年
１
年

間
で
１
０
０
０
キ
ッ
ト
で
あ
る
。

(3)
介
護
施
設
で
町
立
明
和
園
を
含
む

６
事
業
所
で
11
月
上
旬
か
ら
中
旬
に

か
け
て
入
所
者
や
職
員
に
感
染
者
が

出
始
め
、
６
事
業
所
合
わ
せ
て
入
所

者
60
名
、
職
員
34
名
が
感
染
し
て
い

る
。
保
健
所
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
認
定

を
受
け
た
事
業
所
も
あ
り
、
５
つ
の

事
業
所
で
は
、
す
で
に
終
息
し
て
お

り
、
残
り
１
つ
の
事
業
所
で
も
近
日

中
に
終
息
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
学
校
及
び
こ
ど
も
園
の
感
染

状
況
は
、
11
月
に
入
り
児
童
、
生
徒
、

園
児
に
感
染
が
増
え
、
11
月
に
小
学

校
で
は
学
校
閉
鎖
、
こ
ど
も
園
で
は

ク
ラ
ス
閉
鎖
、
12
月
は
中
学
校
で
学

校
閉
鎖
の
措
置
と
し
た
が
、
現
在
は

閉
鎖
措
置
も
解
除
さ
れ
感
染
は
収

ま
っ
て
い
る
。

(4)
明
和
園
で
感
染
防
護
資
材
に
不
足

が
生
じ
、
業
者
に
発
注
し
た
が
、
特

に
Ｎ
95
マ
ス
ク
が
底
を
つ
い
た
た
め
、

福
祉
厚
生
課
、
市
街
診
療
所
、
留
萌

保
健
所
に
依
頼
し
、
提
供
を
受
け
て

い
る
。
人
的
援
助
は
介
護
員
の
感
染

増
加
に
よ
り
厳
し
い
状
況
で
は
あ
っ

た
が
、
要
請
を
し
な
く
て
も
、
な
ん

と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
明

和
園
の
引
っ
越
し
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

終
息
後
に
対
策
を
徹
底
し
、
各
課
か

ら
応
援
を
受
け
て
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
民
間
施
設
か
ら
感
染
検
査

キ
ッ
ト
の
提
供
に
つ
い
て
相
談
が

あ
っ
た
が
、
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
で
き
る
範

囲
で
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(5)
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン

が
10
月
中
旬
に
各
市
町
村
に
配
分
さ

れ
、
接
種
の
準
備
が
整
い
次
第
接
種

す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
、
10
月
末
か

ら
対
象
者
に
接
種
を
行
い
、
11
月
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

小田議員①

QA
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
開

催
を
前
提
と
し
て
進
め
た

い 大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
展
望

は
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12
月
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
ワ
ク

チ
ン
以
外
の
接
種
も
含
め
、
今
回
２

２
１
５
名
に
接
種
し
、
接
種
率
は

56
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

(6)
今
年
度
も
春
の
味
ま
つ
り
、
秋
の

味
ま
つ
り
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
よ
り
、
３
年
連
続
で
中
止
の
判
断

を
し
て
、
観
光
港
ま
つ
り
は
、
納
涼

花
火
大
会
と
し
て
開
催
し
た
。
春
か

ら
夏
の
期
間
、
春
の
味
ま
つ
り
の
代

替
と
し
て
町
内
事
業
者
が
自
ら
企
画

し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
出
店
な
ど
が
並
び
、

ふ
る
さ
と
歴
史
通
り
が
活
気
に
あ
ふ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
人
通
り
が
戻
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
７
月
か
ら

は
旧
増
毛
駅
の
有
効
活
用
を
進
め
る

た
め
、
敷
地
を
販
売
活
動
等
に
１
日

単
位
で
貸
し
付
け
る
制
度
を
設
け
、

販
売
機
会
の
拡
充
・
観
光
誘
客
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
は
観
光
協
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

い
る
。
当
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、

札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間
で
増
毛
町

直
売
会
in
大
通
り
ビ
ッ
セ
を
開
催
し
、

10
月
の
毎
週
末
、
５
週
に
わ
た
り
特

産
品
の
販
売
を
行
い
、
多
く
の
お
客

様
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
た
。

  

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
最
終
判
断
時
点
で
の
感
染

状
況
を
見
な
が
ら
に
な
る
が
、
全
国

的
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
き
て

い
る
の
で
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
観
点

か
ら
開
催
を
前
提
と
し
て
準
備
を
進

め
た
い
。
ま
た
、
民
間
主
催
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
引
き
続
き
意
欲
的
に
開

催
し
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
明
和
園
で
防
護
マ
ス
ク
等
の
消
耗

品
が
不
足
し
た
の
で
、
今
後
、
慌
て

な
い
よ
う
な
体
制
作
り
を
し
て
数
の

見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
町
長

　
感
染
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
見
直

し
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
よ
り
も
、
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
を
使
い
自
分
で
検
査
を
し
て
、

陽
性
か
陰
性
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
主
に
な
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
準
備
し

て
い
き
た
い
。

○
小
田
議
員

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
障
害
者
支
援

施
設
、
胆
振
管
内
の
介
護
老
人
保
健

施
設
、
静
岡
県
の
保
育
園
で
の
虐
待

に
関
す
る
報
道
が
、
最
近
立
て
続
け

に
あ
っ
た
。

(1)
近
年
、
町
内
の
施
設
（
高
齢
者
、

こ
ど
も
園
）
に
お
い
て
、
虐
待
の
通

報
や
不
適
切
な
対
応
の
苦
情
な
ど
の

相
談
は
あ
っ
た
か
。
通
報
や
苦
情
等

の
相
談
窓
口
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

(2)
明
和
園
、
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、

虐
待
防
止
の
研
修
や
苦
情
に
対
す
る

対
応
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。
町
内
の
民
間
施
設
に
お
け
る
虐

待
防
止
の
取
組
を
町
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

(3)
外
部
か
ら
目
が
届
き
に
く
い
閉
鎖

的
な
施
設
で
は
、
虐
待
が
起
こ
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
施
設
の
立
ち
入
り
に
制
限
が
あ
る

中
、
虐
待
防
止
の
取
組
に
困
難
は
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

○
町
長
　

(1)
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
は
、
虐
待

で
は
な
い
か
と
の
通
報
が
今
年
の
７

月
に
１
施
設
か
ら
あ
っ
た
。
高
齢
者

施
設
に
お
け
る
虐
待
の
通
報
、
相
談

の
窓
口
は
福
祉
厚
生
課
で
受
け
付
け
、

虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

小田議員②

QA
道
と
対
応
の
協
議
や
関
係

部
署
と
情
報
共
有
・
連
携

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る

虐
待
の
通
報
や
苦
情
等
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か

～ ３年連続で中止となった大型観光イベントは
　　　　　　　　　　　　　開催を前提として準備を進める ～
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道
と
対
応
を
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

　
こ
ど
も
園
の
虐
待
に
関
す
る
通
報

は
な
い
。
保
護
者
等
か
ら
の
通
報
は
、

こ
ど
も
園
、
教
育
委
員
会
を
問
わ
ず

受
け
付
け
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
関

係
部
署
と
情
報
共
有
や
対
応
の
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
児
童

相
談
所
に
通
告
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

(2)
明
和
園
に
つ
い
て
は
、
虐
待
防
止

の
職
員
研
修
会
を
年
１
回
開
催
し
、

身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
を
３
か
月
に

１
度
開
催
し
て
き
た
が
、
今
年
度
か

ら
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

基
づ
き
、
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す

る
指
針
を
制
定
し
、
虐
待
防
止
委
員

会
を
毎
月
開
催
、
ま
た
職
員
研
修
会

を
年
２
回
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
虐

待
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
行
為

で
あ
る
こ
と
を
意
識
付
け
、
虐
待
に

繋
が
る
行
為
、
日
常
の
言
葉
遣
い
な

ど
、
日
頃
か
ら
注
意
を
促
し
て
い
る
。

近
年
、
苦
情
等
の
相
談
は
な
い
が
、

苦
情
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
高
齢

者
虐
待
防
止
に
関
す
る
指
針
に
基
づ

き
、
苦
情
の
受
付
担
当
者
を
配
置
し
、

虐
待
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
町
に
報

告
す
る
こ
と
、
ま
た
第
三
者
委
員
の

助
言
を
求
め
な
が
ら
解
決
に
向
け
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
職
員
研

修
で
は
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
、

虐
待
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。
町

内
の
民
間
施
設
に
お
け
る
虐
待
防
止

の
取
組
は
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
各

施
設
で
虐
待
防
止
委
員
会
の
設
置
や
、

年
２
回
程
度
の
定
期
的
な
研
修
に
取

組
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

(3)
虐
待
防
止
委
員
会
の
設
置
、
研
修

の
実
施
や
苦
情
処
理
、
ま
た
、
事
故

の
対
応
な
ど
は
す
べ
て
運
営
基
準
に

定
め
ら
れ
て
お
り
、
順
守
し
た
適
正

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
も
ら

う
こ
と
が
虐
待
防
止
策
と
な
る
の
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
各
施
設
の
立
ち
入
り
が

制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
と
同

様
に
適
切
な
権
限
を
行
使
す
る
と
と

も
に
、
道
と
連
携
を
図
り
、
虐
待
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

○
小
田
議
員

　
明
和
園
で
は
介
護
職
員
の
他
に
管

理
職
や
事
務
職
も
研
修
を
受
け
て
い

る
の
か
。

○
明
和
園
長

　
介
護
員
、
管
理
職
、
看
護
師
、
直

接
入
所
者
に
関
わ
る
職
員
が
主
に
研

修
を
受
け
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
事
務
職
も
含
め
て
研
修
を
受
け
る

こ
と
は
、
介
護
員
が
ど
う
い
う
対
応

を
し
て
い
る
か
、
人
権
を
大
切
に
す

る
意
識
を
持
つ
上
で
、
大
事
な
の
で

は
な
い
か
。

○
明
和
園
長

　
で
き
る
だ
け
機
会
を
設
け
て
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

○
小
田
議
員

　
日
常
生
活
に
か
か
る
事
柄
に
つ
い

て
、
「
同
姓
パ
ー
ト
ナ
ー
や
事
実
婚

の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
親
子
同
様
の
関
係

に
あ
る
縁
故
者
な
ど
（
以
下
、
多
様

な
家
族
と
い
う
）」、
多
様
な
家
族
の

あ
り
方
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

(1)
各
種
申
請
書
類
に
つ
い
て
、
申
請

の
性
別
欄
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

 

（
少
数
者
）
に
配
慮
し
て
、
ま
た
続

柄
欄
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
家
族
な

ど
に
配
慮
し
、
法
的
に
義
務
付
け
ら

れ
た
も
の
や
事
務
手
続
き
上
、
ど
う

し
て
も
必
要
な
も
の
を
除
い
て
削
除

す
る
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

(2)
公
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て
、
多

様
な
家
族
な
ど
の
入
居
は
ど
の
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

(3)
施
設
入
所
に
つ
い
て
、
身
元
引
受

人
が
い
な
い
こ
と
で
、
入
所
を
拒
否

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
同
姓
や
事
実
婚
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
や
、
実
の
親
子

で
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
身
元
引
受

人
た
る
資
格
の
制
限
な
ど
を
し
て
い

な
い
か
。

(4)
医
療
同
意
や
病
状
説
明
に
つ
い
て
、

法
的
に
は
家
族
だ
か
ら
資
格
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
多
様
な

家
族
等
を
排
除
し
て
い
な
い
か
。

(5)
墓
地
の
購
入
・
使
用
・
焼
骨
の
埋

蔵
等
に
つ
い
て
、
多
様
な
家
族
等
に

多
様
な
家
族
の
あ
り
方
に
配

多
様
な
家
族
の
あ
り
方
に
配

慮
し
た
町
の
施
策
に
つ
い
て

慮
し
た
町
の
施
策
に
つ
い
て

小田議員③

QA
現
在
ま
で
診
療
所
で
は
そ

の
よ
う
な
事
案
は
な
い

医
療
同
意
や
病
状
説
明
で

多
様
な
家
族
等
を
排
除
し

て
い
な
い
か
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対
す
る
取
扱
い
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

○
町
長
　

(1)
現
在
、
当
町
の
申
請
書
等
に
お
け

る
性
別
欄
は
、
法
令
等
に
基
づ
い
た

も
の
以
外
に
も
性
別
欄
が
あ
る
申
請

書
等
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
、

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
や
配
慮

を
求
め
る
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、

各
種
申
請
書
等
に
お
け
る
性
別
欄
の

必
要
性
や
記
載
方
法
に
つ
い
て
も
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
性

別
欄
、
続
柄
欄
の
記
載
方
法
に
つ
い

て
は
、
国
・
道
な
ど
町
以
外
の
機
関

が
法
令
等
で
定
め
て
い
る
も
の
、
業

務
上
、
性
別
情
報
が
必
要
な
場
合
を

除
き
、
削
除
可
能
な
も
の
は
性
別
欄

の
必
要
性
や
記
載
方
法
な
ど
、
削
除

を
含
め
た
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
見
直
す
こ
と
が
で
き
な

い
法
令
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
も
、
窓
口
の
対
応
等
に
お

い
て
、
十
分
な
配
慮
で
努
め
た
い
。

(2)
増
毛
町
営
住
宅
条
例
第
６
条
で
入

居
基
準
は
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
・
同
居
す
る
親
族
等
が
あ
る
こ

と
・
収
入
基
準
の
金
額
を
超
え
な
い

こ
と
・
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

(3)
明
和
園
で
は
身
元
引
受
人
た
る
資

格
の
制
限
は
し
て
い
な
い
。

(4)
現
在
ま
で
、
診
療
所
で
は
多
様
な

家
族
等
か
ら
同
意
を
得
る
よ
う
な
事

案
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
案
が
出

た
場
合
、
他
の
医
療
機
関
で
は
、
患

者
本
人
の
求
め
が
あ
れ
ば
多
様
な
家

族
か
ら
同
意
を
得
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
診
療
所
と
し
て
も
、
個
別

の
判
断
に
な
る
か
と
思
う
が
、
排
除

す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

(5)
一
般
墓
地
に
つ
い
て
は
、
申
請
者

の
責
任
の
も
と
、
墓
地
敷
地
の
貸
付

申
請
か
ら
墓
石
の
建
立
、
焼
骨
の
埋

蔵
、
将
来
的
な
墓
石
の
解
体
ま
で
適

正
に
管
理
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
５
年
度
よ
り
供
用
開
始
予
定
の

合
同
墓
も
申
請
者
、
埋
葬
さ
れ
る
方
、

ど
ち
ら
も
当
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

で
あ
れ
ば
使
用
で
き
、
多
様
な
家
族

等
で
あ
る
か
ど
う
か
で
墓
地
の
使
用

を
拒
む
こ
と
は
な
い
。

○
小
田
議
員

　
申
請
書
類
は
削
除
を
含
め
た
見
直

し
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

ど
の
程
度
の
書
類
が
見
直
さ
れ
る
予

定
な
の
か
。

○
町
民
課
長

　
12
月
９
日
現
在
で
、
性
別
欄
見
直

し
可
能
な
申
請
書
類
の
数
は
、
調
査

し
た
と
こ
ろ
58
枚
と
な
っ
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
公
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て
は
、

増
毛
町
営
住
宅
条
例
６
条
１
項
の
１

号
に
、
現
に
同
居
し
、
ま
た
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
、
婚
姻
の
届
け
出

を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ

る
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の

他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
、
以
下
第

13
条
で
も
同
じ
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、

入
居
で
き
る
と
書
い
て
あ
る
が
、
規

定
の
親
族
に
は
親
子
同
様
の
関
係
に

あ
る
縁
故
者
を
含
む
と
理
解
し
て
よ

い
の
か
。
ま
た
、
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
と
い
う

文
言
は
、
男
女
は
も
と
よ
り
、
同
姓

パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
も
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の

と
し
て
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

○
建
設
課
長

　
縁
故
関
係
、
こ
れ
は
過
去
に
叔
父
、

叔
母
と
い
う
関
係
で
入
居
さ
れ
て
い

る
方
も
い
る
。
未
届
の
方
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
は
異
性
関
係
の
み
で
受

け
付
け
し
て
い
た
が
、
同
性
も
申
請

が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
、
検
討
し
た
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
速
な
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
に
よ
り
高

　
　
　
　
　
　
　
　
齢
化
が
進
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
に
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
影
響
は
大
き
く
、

有
償
に
よ
る
除
雪
代
行
な
ど
個
々
の

負
担
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
住

民
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
は
あ
る
が
、
公
助
に
よ
る
支

援
に
も
限
界
が
あ
り
、
除
排
雪
問
題

が
大
き
な
課
題
と
し
て
捉
え
、
現
状

と
将
来
の
課
題
に
つ
い
て
。

除
排
雪
体
制
の
現
状
と

除
排
雪
体
制
の
現
状
と

将
来
へ
の
課
題
に
つ
い
て

将
来
へ
の
課
題
に
つ
い
て

合羽井議員

QA
産
業
振
興
協
同
組
合
が

行
っ
て
い
る

高
齢
化
で
不
足
が
予
想
さ

れ
る
運
転
手
の
確
保
対
策

は
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(1)
町
内
に
お
け
る
除
雪
機
械
・
ダ
ン

プ
の
保
有
台
数
は
。

(2)
把
握
で
き
て
い
る
除
雪
機
械
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
何
人
い
る
の
か
。

(3)
不
足
が
予
想
さ
れ
る
ダ
ン
プ
運
転

手
及
び
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
確
保

対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

(4)
他
関
係
機
関
の
連
携
と
情
報
共
有

は
。

○
町
長
　

(1)
産
業
振
興
協
同
組
合
で
は
18
台
の

登
録
で
、
う
ち
７
台
が
町
有
機
械
と

な
っ
て
い
る
。
ダ
ン
プ
は
町
内
で
14

台
と
な
っ
て
い
る
。

(2)
組
合
の
常
駐
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
20

名
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
要
員
は
３
名
と

な
っ
て
い
る
。

(3)
町
内
の
除
雪
業
務
は
、
組
合
へ
委

託
し
て
お
り
、
現
在
は
組
合
が
人
員

の
確
保
を
行
い
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら

新
た
に
２
名
が
交
替
に
な
っ
た
と
報

告
が
あ
っ
た
。
除
雪
業
務
の
人
員
確

保
対
策
は
組
合
が
行
っ
て
お
り
、
町

で
は
対
応
し
て
い
な
い
。

(4)
国
道
の
開
発
建
設
部
、
道
道
の
留

萌
建
設
管
理
部
と
連
携
を
図
っ
て
お

り
、
排
雪
も
重
複
し
な
い
よ
う
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
除
雪
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
ダ
ン

プ
運
転
手
の
年
齢
層
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

○
建
設
課
長

　
組
合
員
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
年
齢
は

常
駐
20
名
の
う
ち
、
20
代
が
１
名
、

30
代
が
１
名
、
40
代
が
７
名
、
50
代

が
４
名
、
60
代
が
４
名
、
70
代
が
３

名
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
３
名
は
、
40
代
が
１
名
、
60
代
が

１
名
、
70
代
が
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
ン
プ
運
転
手
の
年
齢
は
登
録
台
数

14
台
の
内
訳
と
し
て
、
40
代
が
３
名
、

50
代
が
５
名
、
60
代
が
２
名
、
70
代

が
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
60
～
70
代
の
運
転
手
も
あ
る
程
度

い
て
、
４
～
５
年
後
に
そ
の
人
た
ち

が
働
け
な
い
場
合
、
今
か
ら
体
制
を

整
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
要
員
と
し
て
３
名
い
る
が
、

そ
の
人
た
ち
は
除
雪
機
械
を
運
転
し

た
経
験
が
あ
る
の
か
。

○
建
設
課
長
　

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
要
員
は
、
ほ
と
ん

ど
が
経
験
の
あ
る
方
で
あ
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
運
転
手
の
技
術
を
継
承
す
る
た
め

に
２
人
乗
り
の
機
械
も
あ
る
と
思
う

が
、
２
人
乗
り
で
き
る
台
数
は
何
台

あ
る
の
か
。

○
建
設
課
長
　

　
全
て
の
機
械
が
２
人
乗
り
だ
が
１

人
で
運
転
し
て
い
る
。
特
殊
技
能
が

い
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
大
型
ロ
ー
タ

リ
ー
は
２
人
で
乗
務
し
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
除
雪
業
務
委
託
料
で
は
、
機
械
１

台
に
対
し
て
１
人
分
の
委
託
料
だ
と

思
う
。
運
転
技
術
を
継
承
す
る
た
め

に
普
段
か
ら
助
手
席
に
乗
る
と
経
費

が
か
か
る
の
で
、
そ
の
経
費
を
み
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

○
建
設
課
長
　

　
委
託
設
計
書
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

数
の
指
定
も
あ
り
、
全
て
ワ
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で
設
計
し
て
い
る
。
新
し

い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
経
験
を
積
む
と

い
う
こ
と
で
は
、
組
合
で
確
保
し
た

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
民
間
住
宅
前
の

除
雪
で
経
験
を
積
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
除
雪
を
行
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
建

設
業
者
だ
と
思
う
が
、
公
共
事
業
の

縮
小
で
体
力
的
に
か
な
り
落
ち
込
ん

で
い
る
。
普
段
か
ら
継
承
し
て
い
く

体
制
で
、
町
の
補
助
も
必
要
だ
と
思

う
。
ま
た
免
許
を
取
ら
せ
る
た
め
に

助
成
が
で
き
な
い
か
。

○
町
長
　

　
組
合
で
鋭
意
、
後
継
者
を
見
つ
け

て
動
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
自
分

の
免
許
に
な
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な

形
で
補
助
す
る
の
が
良
い
の
か
、
補

助
し
た
運
転
手
が
、
す
ぐ
に
辞
め
た

場
合
の
対
応
な
ど
確
認
が
必
要
な
こ

と
も
あ
る
が
、
組
合
か
ら
要
望
、
検

討
事
項
が
あ
れ
ば
、
町
で
運
転
免
許

の
取
得
の
補
助
も
含
め
て
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
農
業
者
、
漁
業
者

が
除
雪
に
関
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も

進
め
て
、
年
間
を
通
じ
て
働
け
る
よ

う
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
機
械
や
運
転
手
に
補
助
し
て
い
る

市
町
村
は
あ
る
の
か
。

○
建
設
課
長
　

　
道
内
で
補
助
し
て
い
る
の
は
６
～

７
市
町
村
で
、
人
員
が
少
な
い
札
幌

市
、
旭
川
市
な
ど
で
先
に
始
ま
り
、

名
寄
市
、
月
形
町
、
遠
軽
町
、
黒
松
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内
町
な
ど
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
各
地
区
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
少

な
く
な
り
、
町
外
か
ら
取
り
込
め
る

方
法
は
あ
る
か
。

○
町
長
　

　
新
聞
を
見
て
も
、
札
幌
市
な
ど
で

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
る
の
は

非
常
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
町
外
か
ら
集

め
る
の
は
難
し
い
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
ダ
ン
プ
は
排
雪
時
に
ど
の
く
ら
い

台
数
が
あ
れ
ば
間
に
合
う
の
か
。

○
建
設
課
長
　

　
排
雪
時
の
ダ
ン
プ
の
必
要
台
数
は

７
台
で
発
注
を
し
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
全
体
的
に
ダ
ン
プ
が
足
り
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て

は
あ
る
程
度
、
雪
が
積
も
っ
て
か
ら

排
雪
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
台
数
が

確
保
で
き
る
と
き
に
、
排
雪
で
き
な

い
の
か
。

○
建
設
課
長
　

　
排
雪
も
全
て
歩
道
ま
で
行
う
全
排

雪
と
道
幅
を
確
保
す
る
為
の
拡
幅
排

雪
を
行
っ
て
お
り
、
溜
ま
り
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
え
て
い
る
の

で
、
体
調
不
良
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。

○
建
設
課
長
　

　
風
邪
や
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
要
員
な
の
で
、
人
員

の
確
保
は
で
き
て
い
る
。

○
酒
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
町
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
以
前
か
ら
町
広

　
　
　
　
　
　
　
　
報
や
防
災
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
無
線
な
ど
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
て
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
や
夜
間
窓
口
の
開

設
の
ほ
か
、
個
別
訪
問
や
事
業
所
に

出
向
い
て
の
出
張
申
請
受
付
を
知
ら

せ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
を
図
っ
て
い
る
。

(1)
現
在
、
ど
れ
ほ
ど
の
方
が
交
付
を

受
け
て
い
る
の
か
、
ま
た
申
請
し
て

い
る
の
か
、
各
年
度
の
人
数
は
。

(2)
多
く
の
方
が
心
配
さ
れ
て
い
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
、
運
用

が
開
始
に
な
る
前
か
ら
年
金
機
構
の

情
報
流
出
に
よ
っ
て
、
年
金
番
号
と

の
連
携
時
期
を
延
期
す
る
法
改
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
安
全

対
策
へ
の
懸
念
が
強
い
方
も
い
る
よ

う
だ
。
国
は
全
国
の
医
療
機
関
や
薬

局
に
運
用
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
義
務
付
け
、
当
町
市
街
診
療
所

で
も
既
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
が
、
高
齢
化
率
の
高
い
当
町

で
は
な
か
な
か
増
え
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
新
聞
報
道
な
ど

で
は
、
情
報
流
出
の
恐
れ
や
手
続
き

の
煩
雑
さ
な
ど
か
ら
、
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
一
本
化
に
は
多
く
の
人
々
が

疑
問
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら

れ
て
お
り
、
今
後
当
町
で
は
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
切
替
え
は
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

○
町
長

(1)
交
付
状
況
は
11
月
30
日
現
在
、
件

数
は
２
２
０
６
件
、交
付
率
55
・
７
％
、

申
請
件
数
は
２
３
５
９
件
で
申
請
率

59
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
度
別
の
交
付
件
数
は
平
成
28
年
度

が
３
５
７
件
、
29
年
度
が
１
０
４
件
、

30
年
度
が
39
件
、
令
和
元
年
度
が
76

件
、
２
年
度
が
２
９
１
件
、
３
年
度

が
４
２
２
件
、
４
年
度
が
９
１
７
件

～ 他機関と情報共有しながら排雪が行われている ～

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
状
況
に
つ
い
て

申
請
状
況
に
つ
い
て

酒井議員

QA
登
録
受
付
の
支
援
と
利
点

及
び
安
全
性
に
つ
い
て
周

知
徹
底
を
行
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
者
増
に
向
け
た
対
応

は
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と
な
っ
て
い
る
。

(2)
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
後
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
登
録
者
が
パ
ソ
コ
ン
若
し
く
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
登
録
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
登
録
希
望

者
で
、
ご
自
身
で
手
続
き
を
す
る
こ

と
が
難
し
い
方
は
、
役
場
町
民
課
の

職
員
が
登
録
受
付
の
支
援
を
す
る
こ

と
も
可
能
な
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
た
い
。
役
場
の
窓
口
対
応

の
ほ
か
、
夜
間
窓
口
や
出
張
申
請
、

戸
別
訪
問
を
通
じ
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
点
と
と
も
に
、
税

や
年
金
な
ど
の
個
人
情
報
は
記
録
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
の
安
全
性
に
つ
い

て
も
、
正
確
な
情
報
を
周
知
す
る
こ

と
で
、
普
及
促
進
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

○
酒
井
議
員

　
国
が
想
定
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
の
流
れ
で
は
、
来
年

３
月
ま
で
に
全
国
民
へ
の
交
付
を
目

指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当

町
も
昨
年
あ
た
り
か
ら
数
が
増
え
て

き
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
広

報
し
た
結
果
、
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
う
。
相
当
数
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
貰
う
た
め
に
、
お
お
よ
そ
い

つ
頃
を
目
途
に
考
え
て
い
る
の
か
。

○
町
民
課
長

　
年
度
内
に
80
％
を
目
標
に
し
て
い

る
。

○
酒
井
議
員

　
町
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

今
ま
で
や
っ
て
い
る
こ
と
、
去
年
あ

た
り
か
ら
広
報
、
そ
の
他
通
じ
て

や
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
今
ま
で

や
っ
て
い
る
こ
と
以
外
で
、
新
た
な

こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

○
町
長

　
一
番
は
高
齢
者
に
、
ど
の
よ
う
に

し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
暗
証
番
号
が
問
題
だ
と
思
っ
て

い
て
、
高
齢
者
に
は
厳
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
保
険
証
が

切
り
替
え
に
な
る
と
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
が
、
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
に
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

年
度
内
に
で
き
る
か
、
こ
れ
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今

回
、
補
正
予
算
で
提
案
す
る
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業
」

に
つ
い
て
も
、
ポ
イ
ン
ト
よ
り
も
町

の
商
品
券
で
支
給
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め

た
中
で
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。

○
酒
井
議
員

　
高
齢
の
方
、
特
に
施
設
に
入
っ
た

り
し
て
い
る
方
は
必
要
性
を
感
じ
て

い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
将
来
的
に
保
険
証
が
一
本
化
さ

れ
る
と
作
ら
な
い
訳
に
は
い
か
な
く

な
る
が
、
窓
口
そ
の
他
で
行
っ
て
い

る
ほ
か
に
、
さ
ら
に
町
民
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
な
方
策
な
ど
、
考
え
て

い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

○
町
長

　
施
設
関
係
者
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
部
分
、
そ
れ
か
ら
町
内
に
い
る
高

齢
者
、
独
り
暮
ら
し
の
方
に
ど
の
よ

う
に
支
援
が
で
き
る
か
、
取
得
状
況

を
確
認
し
た
い
。
自
治
会
に
も
要
請

が
で
き
れ
ば
良
い
が
、
暗
証
番
号
が

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
そ
の
辺
は
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

○
酒
井
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に

関
し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
う

い
う
の
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
と

い
う
相
談
は
窓
口
に
き
て
い
る
の
か
。

○
町
民
課
長

　
直
接
、
窓
口
に
困
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
な
い
が
、
電
話
等
で
照
会
が

あ
っ
た
際
に
は
、
そ
の
都
度
、
説
明

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

～ 役場保険年金係でもマイナ保険証の利用登録が可能 ～
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○
上
野
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
６
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
運
動
部
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
の
地
域
移
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
提
言
が

出
さ
れ
た
。
８
月
９
日
に
は
文
化
庁

か
ら
も
文
化
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
提
言
が
出
さ
れ
た
。
令
和
５

年
度
か
ら
３
年
間
か
け
て
、
中
学
校

の
部
活
動
を
ま
ず
休
日
の
部
分
に
つ

い
て
地
域
移
行
し
て
ほ
し
い
と
い
う

内
容
で
、
い
ず
れ
は
平
日
の
部
活
動

も
移
行
し
て
い
く
と
い
う
プ
ラ
ン
の

よ
う
だ
。
当
町
教
育
委
員
会
で
は
、

ど
の
よ
う
に
議
論
を
進
め
て
い
る
の

か
。
議
論
を
終
え
実
施
に
向
け
た
動

き
が
固
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
差
し

支
え
な
い
範
囲
で
説
明
い
た
だ
き
た

い
が
。

○
教
育
長

　
２
年
度
に
文
部
科
学
省
が
示
し
た

 

「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た

部
活
動
改
革
」
の
方
針
が
、
６
月
に

 

「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
検
討
会
議
」
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
庁
へ

提
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
と
道
教
委
の
説
明
会
が
３
回
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
参
加
者
か
ら
多

く
の
疑
問
点
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
地
域
で
は
受
入
団
体
や
指

導
者
が
不
在
で
あ
る
こ
と
の
根
本
的

な
課
題
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
都
市
部
と
過
疎
地
域
で
の
ス

ポ
ー
ツ
格
差
が
益
々
広
が
る
こ
と
へ

の
懸
念
。
ケ
ガ
、
遠
征
、
ト
ラ
ブ
ル

等
の
責
任
の
所
在
。
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
と
っ
て
、
学
校
で
の
部
活
動

が
果
た
し
て
き
た
重
要
な
役
割
を
教

育
課
程
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
担
っ

て
い
く
の
か
が
不
明
な
ど
、
多
く
の

疑
問
や
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
。
国
、

道
の
担
当
者
は
「
多
く
の
同
じ
よ
う

な
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
細
や
か
に
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
多
く
の
疑

問
の
声
を
反
映
し
、
改
善
さ
れ
た
内

容
で
の
方
針
が
示
さ
れ
る
の
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
当
町
で
は
、

方
針
の
改
善
策
を
確
認
し
た
上
で
、

来
年
度
に
具
体
的
な
実
施
検
討
に
入

る
予
定
と
し
て
い
る
。
町
内
の
関
係

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
は
、
口
頭
で
情
報

交
換
を
図
っ
て
お
り
、
文
化
系
の
部

活
動
は
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な

い
が
、
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
の

検
討
と
同
時
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

○
上
野
議
員

　
文
化
系
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

考
え
て
い
る
の
か
。

○
教
育
長

　
文
化
系
の
部
活
動
も
今
後
、
道
教

委
か
ら
説
明
が
あ
る
と
思
う
が
、
同

じ
よ
う
な
疑
問
点
が
多
く
出
さ
れ
る

か
と
思
う
。
地
域
で
は
都
市
部
と
違

い
、
不
可
能
な
部
分
も
あ
る
の
で
、

そ
の
点
を
確
認
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、

我
々
が
関
係
者
に
も
説
明
で
き
な
い

た
め
、
運
動
部
活
動
と
同
じ
よ
う
な

流
れ
で
検
討
を
進
め
た
い
。

○
上
野
議
員

　
こ
の
発
想
の
発
端
は
、
や
は
り
教

職
員
の
勤
務
時
間
の
問
題
と
い
う
の

が
大
き
い
と
思
う
。
教
職
員
の
勤
務

時
間
は
４
時
35
分
ま
で
と
認
識
し
て

い
る
が
、
中
学
校
の
部
活
動
の
終
了

時
間
は
何
時
に
設
定
し
て
い
る
の
か
。

○
総
務
学
校
課
長

　
中
体
連
前
ま
で
は
６
時
と
設
定
し
、

平
日
の
活
動
は
放
課
後
２
時
間
と
設

定
し
て
い
る
。

中
学
校
の
部
活
動
に
つ

中
学
校
の
部
活
動
に
つ

い
て
い
て

上野議員

QA
来
年
度
に
具
体
的
な
実
施

検
討
を
予
定
し
て
い
る

地
域
移
行
に
関
す
る
議
論

は
進
め
て
い
る
の
か

～ 大会のあり方も今後の課題として取り上げられている ～
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○
上
野
議
員

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
４
年
７
～

９
月
ま
で
の
町
立
学
校
教
職
員
の
超

過
在
校
等
時
間
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

７
月
が
56
時
間
を
超
え
て
い
る
の
は
、

ほ
と
ん
ど
が
部
活
動
に
関
す
る
時
間

な
の
か
。

○
総
務
学
校
課
長

　
部
活
動
も
あ
る
が
、
学
校
行
事
や

校
務
の
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

全
て
が
部
活
動
で
は
な
い
。

○
上
野
議
員

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
は
口
頭
で
説
明

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
、
文

書
に
て
説
明
し
て
は
ど
う
か
。

○
教
育
長

　
国
・
道
か
ら
内
容
が
示
さ
れ
た
後

に
説
明
会
を
行
い
、
同
時
に
調
査
も

来
年
度
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

○
大
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
も
市
街

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
敬
老
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
中
止
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
年
続
け
て
中

　
　
　
　
　
　
　
　
止
と
な
り
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
が
、

私
た
ち
の
生
活
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

脅
か
し
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て

感
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
高
齢
者
は
、
特
に
引
き

こ
も
り
に
よ
る
認
知
症
な
ど
と
い
っ

た
症
状
が
起
こ
り
や
す
い
と
聞
い
た
。

今
後
、
敬
老
会
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

(1) 

70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
地
区
別
に

見
る
と
令
和
２
年
度
～
４
年
現
在
の

人
数
は
、
横
ば
い
で
ほ
と
ん
ど
増
減

が
な
い
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
又
は

70
歳
に
達
し
た
方
の
人
数
に
大
き
な

差
が
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
ほ
か
に

何
か
要
因
等
が
あ
る
か
。

(2)
市
街
地
区
の
敬
老
会
が
中
止
と

な
っ
た
こ
の
３
年
間
、
記
念
品
を
配

付
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
念
品
の
選

定
は
、
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
の

か
。

(3)
市
街
地
区
以
外
は
、
各
自
治
会
の

70
歳
以
上
の
方
一
人
に
つ
き
３
千
円

を
支
給
し
て
お
り
、
敬
老
会
の
開
催

は
自
治
会
に
一
任
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
開
催
の
有
無
を
後
に
確
認
し
て

い
る
の
か
。

○
町
長

(1)
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
70
歳
に
達
し

た
方
の
ほ
か
に
、
転
出
及
び
転
入
さ

れ
た
方
も
増
減
の
要
因
と
な
る
が
、

増
減
人
数
に
大
き
な
差
が
な
い
た
め
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

(2)
長
年
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
高
齢
者
の
方
々
に
対
す
る
長
寿
を

祝
福
す
る
お
祝
い
品
と
し
て
、
町
内

の
小
売
店
や
事
業
所
よ
り
購
入
可
能

な
日
用
品
や
食
料
品
な
ど
の
中
か
ら
、

対
象
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な

品
物
を
予
算
の
範
囲
内
で
選
定
し
決

定
し
て
い
る
。

(3)
市
街
地
区
以
外
は
、
事
前
に
開
催

の
有
無
を
報
告
し
て
貰
い
、
確
認
を

し
て
い
る
。
市
街
地
区
敬
老
会
は
、

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
終
息
し
た
と
し
て
も
、
今
ま
で

ど
お
り
多
く
の
方
々
が
集
ま
っ
て
開

催
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
、
町

商
工
会
商
品
券
等
を
配
付
す
る
な
ど

の
対
応
に
切
り
替
え
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
金
額
等
を
含
め
敬
老
会
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
区
以

外
の
地
区
も
併
せ
た
上
で
、
来
年
度

の
実
施
時
期
ま
で
に
検
討
し
た
い
。

○
大
井
議
員

　
記
念
品
は
、
町
内
の
業
者
を
対
象

に
使
っ
て
い
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と

思
う
が
、
こ
の
３
年
間
は
何
を
贈
っ

た
の
か
。

○
福
祉
厚
生
課
長

　
２
年
度
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
３
年
度

は
羊
か
ん
及
び
マ
ス
ク
、
４
年
度
は

国
稀
酒
造
の
清
酒
等
の
詰
め
合
わ
せ

を
配
付
し
て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
今
後
、
市
街
地
区
は
コ
ロ
ナ
禍
に

今
後
の
敬
老
会
等
に
つ

今
後
の
敬
老
会
等
に
つ

い
て
い
て

大井議員①

QA
今
ま
で
の
流
れ
の
ま
ま
で

と
思
っ
て
い
る
が
今
後
検

討
し
た
い

市
街
地
区
は
開
催
が
難
し

い
の
で
商
品
券
に
変
え
た

い
と
の
こ
と
だ
が
そ
れ
以

外
の
地
区
は
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よ
っ
て
敬
老
会
の
開
催
が
難
し
い
の

で
、
商
品
券
等
に
変
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
だ
が
、
地
産
地
消
で
品
物
を

使
う
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
か
。

○
町
長
　
　
　
　
　
　
　

　
商
品
券
等
と
い
う
答
弁
を
し
て
い

る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の

か
来
年
ま
で
に
検
討
し
た
い
。

○
大
井
議
員

　
市
街
地
区
以
外
の
敬
老
会
は
、
市

街
地
区
同
様
に
一
緒
の
方
向
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
答
弁

が
あ
っ
た
と
思
う
が
。

○
町
長

　
市
街
地
区
以
外
は
、
敬
老
会
を
で

き
る
と
こ
ろ
は
開
催
し
て
、
開
催
で

き
な
い
と
こ
ろ
は
自
治
会
に
任
せ
る

と
い
う
、
今
ま
で
の
流
れ
で
や
っ
て

貰
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
今
ま
で
ど
お
り
市
街
地
区
以
外
の

自
治
会
に
対
し
て
は
、
一
人
３
千
円

を
支
給
す
る
の
か
。

○
町
長

　
市
街
地
区
以
外
は
、
一
人
当
た
り

３
千
円
で
委
託
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
ま
ま
で
考
え
て
い
る
。
市
街
地
区

は
金
額
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

○
大
井
議
員

　
現
在
、
当
町
の
労
働
者
確
保
状
況

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。

 

「
増
毛
町
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の

基
本
計
画
に
は
、
雇
用
に
つ
い
て
現

状
と
課
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
近

年
は
働
き
方
改
革
制
度
に
よ
り
、
労

働
者
の
雇
い
入
れ
に
関
し
て
い
ろ
い

ろ
な
決
ま
り
ご
と
が
あ
る
。
そ
れ
に

反
す
る
と
雇
い
主
は
厳
し
い
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
受
け
る
。
当
町
の
施
設
等
に

つ
い
て
は
委
託
さ
れ
て
い
る
所
も
あ

り
季
節
ご
と
に
担
当
課
が
直
接
募
集

を
し
て
採
用
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
般
だ
が
、
営
業
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
そ
し
て
施
設

の
新
し
い
試
み
を
活
か
し
て
い
く
た

め
に
も
、
労
働
者
の
確
保
が
絶
対
的

に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
難
し
い
こ
と
と
は
思
う
が
、
働

き
手
・
労
働
者
の
確
保
に
向
け
て
考

え
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

○
町
長
　

　
労
働
者
の
確
保
は
全
国
的
な
問
題

で
あ
り
、
当
町
の
よ
う
な
過
疎
化
が

進
ん
で
い
る
自
治
体
で
は
喫
緊
の
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和
４
年

10
月
に
開
催
し
た
「
増
毛
町
地
域
活

性
化
懇
話
会
」
で
も
、
各
産
業
団
体

将
来
に
向
け
た
労
働
力
の

将
来
に
向
け
た
労
働
力
の

確
保
等
に
つ
い
て

確
保
等
に
つ
い
て

大井議員②

QA
確
保
で
き
な
け
れ
ば
施
設

の
運
営
の
見
直
し
も
必
要

難
し
い
こ
と
だ
が
考
え
て

い
る
こ
と
は
あ
る
か

～ 敬老会のあり方については、来年度の実施時期までに検討される ～

１．請願書、陳情書は右記の様式に準じ作成してください。
２．請願書には、町議会議員の紹介、議員１名以上の署名または記名
　捺印が必要です。
３．陳情書には紹介議員の必要はありません。
４．請願・陳情はいつでも受付けておりますが事務処理の都合があり
　ますので、なるべく定例会開会の１０日前までに提出ください。
５．その他不明の点について、議会事務局にお問合わせください。
　　電話５３－１３１１（議会事務局 直通）

請願書
　………について
　（請願の内容）
　請願者　（代表）○○○○㊞
　紹介議員　○○○○○
　（署名または記名捺印）
　　令和　　年　　月　　日
 　増毛町議会議長　○ ○ ○　殿

議会に請願、陳情される方へ
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か
ら
働
き
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
報
告
さ
れ
、
全
町
的
な
課
題

で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
共
有
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
の
施
設
で
も
ス

キ
ー
場
な
ど
季
節
限
定
で
開
設
す
る

施
設
は
人
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
。
町
内
の
労
働
人
口
そ
の
も
の
が

減
少
傾
向
で
あ
る
た
め
人
員
が
確
保

で
き
な
け
れ
ば
施
設
の
運
営
方
法
を

見
直
す
な
ど
の
検
討
が
必
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
他
の
自
治
体
が

行
っ
て
い
る
取
組
も
参
考
に
し
な
が

ら
労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
組
を
検

討
し
た
い
。

○
大
井
議
員
　

　
12
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
ス

キ
ー
場
で
働
く
人
の
募
集
を
か
け
て

い
る
と
思
う
が
、
採
用
す
る
日
に
ち
、

12
月
何
日
か
ら
な
の
か
。
雇
用
を
終

え
る
日
は
何
日
と
設
定
し
て
い
る
か
。

○
商
工
観
光
課
長
　

　
オ
ー
プ
ン
準
備
の
作
業
が
あ
る
た

め
、
雇
用
期
間
は
12
月
13
日
か
ら
翌

年
３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

○
大
井
議
員
　

　
12
月
１
日
か
ら
採
用
す
る
と
い
う

考
え
に
は
な
ら
な
い
の
か
。
や
は
り

皆
さ
ん
、
生
活
し
て
い
く
に
は
き
ち

ん
と
雇
用
の
確
保
を
し
て
、
そ
の
間

６
割
程
度
の
補
償
を
し
な
が
ら
雇
い

入
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
は
で
き

な
い
の
か
。

○
町
長
　

　
現
在
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

専
属
の
職
員
を
採
用
し
て
協
同
組
合

を
つ
く
り
、
事
業
者
に
労
働
者
を
派

遣
す
る
と
い
う
事
業
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
仕
組
み
も
考
え
な
が
ら
、
通

年
雇
用
に
向
け
冬
は
ス
キ
ー
場
、
春

か
ら
は
ホ
タ
テ
の
作
業
等
に
従
事
す

る
な
ど
の
雇
用
形
態
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
仕
事
が
な
い
の
に
雇
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
通
年
で
働

け
る
雇
用
環
境
を
考
え
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
大
井
議
員
　

　
民
間
で
あ
れ
ば
労
働
者
を
確
保
す

る
た
め
に
は
あ
る
程
度
会
社
も
リ
ス

ク
を
負
わ
な
い
と
な
ら
な
い
。
あ
る

程
度
補
償
し
な
け
れ
ば
働
く
人
は
地

元
か
ら
離
れ
て
い
き
給
料
の
良
い
所

に
行
く
。
そ
れ
だ
と
会
社
自
体
は

や
っ
て
い
け
な
い
の
で
、
あ
る
程
度

労
働
者
の
希
望
も
聞
き
な
が
ら
、
例

え
ば
中
途
採
用
す
る
と
社
会
保
険
料

も
か
か
り
、
手
取
り
が
も
の
す
ご
い

少
な
く
な
る
。
労
働
者
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
あ
る
程
度
そ
う
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
今
後
ま

す
ま
す
ど
の
業
種
も
そ
う
だ
が
、
若

い
人
も
、
生
活
も
困
っ
て
大
変
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
が
。

○
町
長
　

　
役
場
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

当
町
の
他
の
産
業
も
組
み
合
わ
せ
た

上
で
雇
用
の
継
続
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
今
後
は
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。



　

　　　　　　　　風が吹けば桶屋が儲かる。

　　　　　　　　近年その風は「再生可能エネルギー」として直接受益を生む存在になっている。

　　　　　　　クリーンエネルギーにＳＤＧｓ。そして、北海道が掲げるゼロカーボン政策。環境問

　　　　　　　題に対する取組が日本のエネルギーへの分布図を変えている。

　　　　　　　　今回は代表的な先進地である秋田県の洋上風力発電を視察した。沖合に並んでいる

　　　　　　　数十基の巨大プロペラ発電機を見学し、その取組を説明していただいた。

　　　　　　　　そこで理解したことは６つである。

　　　　　　　　１．莫大な受益を生む

　　　　　　　　２．洋上（海）であるため国が直接的に許認可をする

　　　　　　　　３．事業規模的に増毛町単独では誘致・推進することは難しく、周辺自治体との連

　　　　　　　　　　携が不可欠である

　　　　　　　　４．漁業者との協力体制と調整が不可欠である

　　　　　　　　５．送電線（主要エリアへ電気を送る電線）などのインフラ整備が必要である

　　　　　　　　６．しっかりとした計画と達成へ向けての情熱

　　　　　　　　北海道日本海沿線市町村もすでに誘致を推進し始めている。隣の石狩市でも数年後

　　　　　　　には沖合に何十基もの巨大プロペラが整備される。それを目の当たりにし、どう考え

　　　　　　　るのか。

　　　　　　　　今後、町議会議員として推進するか否か見極めること。そして、その恩恵を地元へ

　　　　　　　どう還元させられるか否かを見極めることが仕事になりそうだ。

　　　　　　　　最後に今回の視察にあたり、ご協力していただいた関係者の皆様に感謝したい。

　

　

　　　　　　　　全国的に陸上の風力発電施設の設置が進められており、秋田県でも海岸沿いに多く

　　　　　　　の施設が設置されていましたが、視察地の秋田港と能代港では、さらに防波堤の内外

　　　　　　　に洋上風力発電施設が設置されていて、間もなく発電が開始される状況であり、日本

　　　　　　　海に吹く強い風を生かすべく県を挙げて取り組み、国の指定を受けて、設置にこぎ着

　　　　　　　けた先見性と実行力に敬意を表したいと思います。

　　　　　　　　増毛町に洋上風力発電施設が導入されることは、視察地との違いがあることから難

　　　　　　　しいと思いますが、同じ日本海に面していて気候が似ていることなどを考えると、風

　　　　　　　力発電だけに限らず、何か参考にできることがあるのではないかと考えています。 20
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　産業厚生常任委員会は先進地視察として、秋田県秋田市、能代市を訪れました。

　国は２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラルの達成を目指しており、

秋田県が洋上風力発電の先進地であることから視察先に決定しました。

　洋上風力発電に関する施策の取組状況等について、現地を視察してきましたので視察レポートを掲載します。

酒井　倫明
副委員長

産業厚生常任委員会行政視察産業厚生常任委員会行政視察

松倉　清道
委員長

～ 県職員から洋上風力発電の取組状況を説明～ ～ 秋田港湾区域内に設置された洋上風力発電 ～



　　　　　　　　大規模洋上風力発電所の商業運転が開始された秋田県の能代市を視察した。洋上風

　　　　　　　力発電は、陸上の風力発電や従前の太陽光・地熱など発電に比べて安定的に電力を生

　　　　　　　産でき、また巨大な建造物が漁礁になるなど漁業者の理解も得られやすい。一方で、

　　　　　　　建設、維持管理、送電設備などのコストは高額であり、国策による潤沢かつ継続的な

　　　　　　　補助なしに採算がとれる見込みはないと感じた。原子力や火力から再生可能エネル　

　　　　　　　ギーへの転換を図ることは急務ではあるが、「ペロブスカイト太陽電池」「中小水力発

　　　　　　　電」など、有力な革新的技術が次々と開発されており、近い将来「発電」は、地産地

　　　　　　　消、自給へと向かい、大規模な施設は不要となるだろうと私は思う。周回遅れの大規

　　　　　　　模洋上風力発電の後をついていくのではなく、増毛町は「わが家・わが町電気」に向

　　　　　　　かっていきたい。

　　　　　　　　港湾区域内における洋上風力発電の先行

　　　　　　　的な導入を見学した。１基当たり０.４２万kWで

　　　　　　　秋田港に１３基、能代港に２０基設置され、平

　　　　　　　成２６年から事業を進め、令和４年１２月から

　　　　　　　運転開始となる。総発電規模は約１４万 kWで、

　　　　　　　丸紅（株）を代表とする秋田洋上風力発電株式

　　　　　　　会社の売電価格はkWh当たり３６円で２０年契

　　　　　　　約である。三菱商事（株）を代表とする、令和

　　　　　　　１２年運転開始の売電価格は１１.９９円 /kWhで

　　　　　　　ある。海外では１桁代でも採算が合っている

　　　　　　　とのことだった。

　　　　　　　　年間を通じて、風況が安定していること

　　　　　　　から、国内でも有数の風力発電の適地とさ

　　　　　　　れる秋田県では、再生可能エネルギー導入

　　　　　　　に向けて、平成２６年に「秋田港、能代港再

　　　　　　　生可能エネルギー導入検討協議会」を設置、

　　　　　　　両港の港湾区域内での適地選定、風車の設

　　　　　　　置構想など予想される課題を洗い出し、同

　　　　　　　年１２月に事業所を公募、工事期間は２年以上

　　　　　　　で令和４年末に運転開始となる一大プロジェ

　　　　　　　クトである。

　　　　　　　　この事業での地域への波及効果は試算さ

　　　　　　　れた資料によると、港湾区域内洋上風力で

　　　　　　　は建設工事（総合効果）１２４億１,８００万円、

　　　　　　　運転保守（２０年間累計）１１９億７,８００万円、

　　　　　　　撤去（総合効果）２５億９,３００万円で経済波及

　　　　　　　効果は総計約２７０億円、雇用創出効果は約

　　　　　　　２,６５０人と効果は大きいが、漁業者などへの

　　　　　　　問題を含め、事前の環境アセスメントに関す

　　　　　　　る調査を経て事業が決定されているが、開

　　　　　　　始後に予想される環境アセスメントについ

　　　　　　　ての調査結果などを今後聞き取りしたい。21
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小田　　緑
委員

岩崎　俊一
委員

合羽井　達男
委員

～ 秋田洋上風力発電株式会社 岡垣社長から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設に至るまでの経緯を説明 ～

～ 能代市職員から能代港洋上風力発電の概要説明～

～ 能代港には２０基の大型風力発電が並ぶ ～



　昨今、電力関連のニュースで電力不足の危機にあり、安定供給が難しい状況になっていることが報

じられており、地球温暖化対策が喫緊の課題となっている現在、二酸化炭素を排出しない再生可能エ

ネルギーの普及拡大が求められており、その１つに風力発電があります。

　最近では、洋上風力発電が「再生可能なエネルギー主力

電源化の切り札」と位置付けされるようになりましたが、

増毛町では陸上における風力発電事業の計画があることを、

令和２年１月の全員協議会において説明を受けました。

　今回、増毛町における事業主体となる、（有）稚内グリー

ンファクトリーが稚内市で進めている陸上風力発電事業の

視察を行うこととし、現在建設中の川西ウインドファーム

を現地視察しました。

　総発電出力６４,５００kW、風車１５基、６０ｍあるブレードは

１基に３枚取りつけられて、その高さは約１４４ｍで札幌テ

レビ塔と同じくらいです。実際、風力発電事業が進んだ場

合、経済効果、雇用の安定等のメリットは多いと思います

が、増毛町における計画の進捗状況について聴き取りをし

たところ、現下のコロナ禍、ロシアによるウクライナ侵攻

や円安により原材料が高騰、使用原材料の多くは輸入材料

であることからその影響を受け、増毛町における事業につ

いては現在、進んでいない状況とのことですが、風車建設

のための土地確保等の準備は進めているとのことでした。

　その他、稚内市にある「宗谷丘陵フットパスコース」に

ついても、一般質問でも過去に取り上げられていることか

ら現地視察しました。廃棄処分されたホタテの貝殻を無害

化処理し、２～３年毎に古い貝殻を交換しながら敷き詰め

ていった白い道で、観光客増加に大きく効果があるようで

すが、道路の両側はほとんどが民有地であり、所有者の了

解を得なければならないことや、ごみの不法投棄、観光繁

忙期のオーバーツーリズム、交通量増加に伴う出口付近の

住宅地の安全面など、課題もあるようです。

　その他、美深町では廃校舎を利用したチョウザメの養殖

施設等を見学しました。

　いずれを視察しても、事業における効果、問題点はそれ

ぞれあるため、増毛町にマッチする事業の検討を行い、見

極めた上で事業を進めていくことが重要だと感じました。

　今回の視察にあたり、ご協力いただいた関係者の皆さま

に感謝申し上げます。 22
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～ 特殊なクレーン車でブレードを装着させる ～

～ 工事初期段階となる基礎工事作業工程も確認 ～

～ 稚内市職員から「白い道」について概要説明 ～

大井　紀美惠
委員長

西山　征二
委員

菅原　幸弘
委員

川島　優
委員

総務文教常任委員会行政視察総務文教常任委員会行政視察



◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
令
和
３
年
７
月
臨
時
会
で
議
決
し

た
明
和
園
建
築
・
外
構
工
事
で
、
地

中
障
害
物
処
理
及
び
地
盤
改
良
、
煙

突
金
物
や
感
染
症
対
策
に
よ
る
機
器

の
変
更
に
よ
り
、
工
事
費
が
５
５
０

万
円
増
額
と
な
っ
た
た
め
契
約
を
変

更
し
ま
し
た
。

◆
財
産
の
購
入
に
つ
い
て

  
契
約
予
定
価
格
が
７
０
０
万
円
を

超
え
る
財
産
の
購
入
に
つ
い
て
１
件

の
提
案
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

◎
購
入
物
品

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

◎
購
入
金
額

　
１
０
８
８
万
７
２
７
２
円

◎
購
入
先

　
株
式
会
社
　
サ
ナ
ダ
自
工

◎
購
入
の
方
法

　
一
般
競
争
入
札

◆
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
６
６
６
７
万

円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
、
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
費
補
助
金

の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

接
種
に
伴
う
経
費
及
び
価
格
高
騰
緊

急
支
援
給
付
金
の
増
額
が
主
な
も
の

で
す
。

◆
診
療
所
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
３
８
１
万
５

千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
に
伴
う

諸
収
入
の
増
額
と
国
民
健
康
保
険
診

療
報
酬
及
び
外
来
一
部
負
担
金
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

等
に
伴
う
嘱
託
医
師
の
経
費
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。
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明和園建築・外構工事の請負契約変更を可決
財産の購入について（スクールバス）を
可決し令和５年４月からの運行を予定

令和４年
第1回臨時会
１０月２４日開催

　増毛町議会第１回臨時会は、会期を１０月２４日の１日間

とし、工事請負契約の変更や財産の購入についてなどを審議

し、いずれも原案のとおり可決しました。

　審議された案件の内容についてお知らせします。

一

般

議

案

補

正

予

算



　
第
２
１
１
回
通
常
国
会
が
１
月
23

日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
に
提

出
さ
れ
た
２
０
２
３
年
度
予
算
案
は
、

過
去
最
大
の
１
１
４
兆
３
８
１
２
億

円
と
の
こ
と
で
す
。
連
日
、
防
衛
力

の
抜
本
的
な
強
化
を
掲
げ
た
防
衛
費

の
増
額
と
、
そ
の
財
源
確
保
策
等
に

つ
い
て
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
。

　
防
衛
費
増
額
の
財
源
は
歳
出
改
革

や
税
外
収
入
の
ほ
か
、
法
人
税
、
所

得
税
、
た
ば
こ
税
を
対
象
と
し
た
増

税
で
確
保
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

や
は
り
過
去
最
大
だ
と
い
う
防
衛
費

６
兆
８
２
１
９
億
円
は
２
０
２
２
年

度
当
初
予
算
の
１
・
26
倍
で
、
２
０

２
７
年
度
に
向
け
て
さ
ら
に
増
額
し

て
い
く
方
針
と
の
こ
と
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
安

保
戦
略
は
反
撃
能
力
の
保
有
を
盛
り

込
み
、
「
国
家
と
し
て
の
力
の
発
揮

は
国
民
の
決
意
か
ら
始
ま
る
」
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
時
期
、
某
テ
レ
ビ

番
組
で
「
２
０
２
３
年
は
新
し
い
戦

前
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
」

と
発
言
し
た
出
演
者
が
い
た
そ
う
で
、

な
る
ほ
ど
、
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
と
そ
の
対
策
で
社
会

状
況
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
し
、
某
宗
教
団
体
の
活
動
に

よ
る
深
刻
な
被
害
と
政
治
家
と
の
ゆ

着
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、

黒
田
日
銀
総
裁
の
金
融
政
策
の
終
焉

な
ど
あ
り
、
２
０
２
３
年
は
社
会
の

転
換
点
に
な
り
得
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
さ
て
、
こ
の
任
期
に
お
け
る
議
会

報
特
別
委
員
会
は
こ
の
号
の
編
集
が

最
後
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
議
会

の
傍
聴
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が

多
く
、
そ
の
た
め
よ
り
詳
し
く
内
容

を
お
伝
え
し
て
き
た
つ
も
り
で
は
い

ま
す
が
、
さ
て
ど
う
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　
３
月
の
第
２
回
定
例
会
の
報
告
は

議
会
改
選
後
の
新
委
員
会
に
お
い
て

編
集
さ
れ
、
８
月
の
発
行
に
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
『
増
毛
町
議
会

だ
よ
り
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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成
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４年間、議会だよりをご覧いただきありがとうございました


